研究活動等状況調査表（平成２１年度分調査）

共同利用・共同研究の状況
(1) 学術資料の整備・提供・利用状況
　　　（記入要領）当該研究所等で収集・保有・整備している学術資料について、名称や概要、利用・提供の状況、整備の状況・利用の方法等について、記入して下さい。

	学術資料の区分
・種類・名称等
	保有数
	利用・提供状況
	整備の状況、利用・提供方法

	
	
	利用・提供区分
	利用件数
	

	該当なし
	　
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(2) 保有する学術資料のうち、極めて学術的価値が高いもの
　　　（記入要領）当該研究所等で保有している学術資料のうち、極めて学術的価値が高いものについて、記入してください。また、概要欄に当該資料の概要や特徴を記入するとともに、どのような点が学術的価値が高いのかについて具体的に記入してください。
	学術資料の名称
	当該資料の概要
（どのような点が極めて学術的価値が高いのか）
	利用件数

	　該当なし
	　
	　

	
	
	


研究活動　（平成２１年度のことについて記載してください。）
(1) 研究所等の研究者による研究成果の概要
（記入要領）当該研究所等における国際的にも優れた研究成果や産業・社会活動等に大きな影響を与えた研究成果について研究所等の研究者によるものを記入してください。また関連の新聞記事等があれば別途添付してください。
①研究所等の研究者によるもの
	年　月
	研究成果の概要
	学術的意義又は社会・経済・文化的意義
	関係研究者名

	
	該当なし
	
	


(2) 国際共同研究の実施
　　　（記入要領）国際共同研究の実施について区分に従い記入してください。

※平成２１年度実績（進行中のものも含む）

	実施期間
	研究課題名
	研究の概要
	参加研究者（所属機関）

	平成21年1月～平成22年12月
	気候変動、洪水と下痢症
	―マトラブ地区２２万人の人口動態サーベイランスデータを用いて、洪水の長期健康影響を定量化する。

―インド洋海洋気象とコレラ患者数発生の関連を明らかにする。
	Kim Streatfield（バングラデシュ・ICDDR,B）Ben Armstrong, Paul Wilkinson（英国・ロンドン大学）

	平成22年1月～平成23年3月
	中国雲南省における薬物依存者を対象とするHIV/AIDS，結核重感染に関する研究
	中国雲南省臨滄(ﾘﾝﾂｧﾝ)においてメサドン維持療法受療中の薬物依存者を対象とし，社会医学的アプローチによる疫学調査を実施する．
	張　建萍（中国・昆明医科大学）


(3) 研究成果が一般社会に還元（応用）されている事例
　　　（記入要領）当該研究所等における研究成果の中で、一般社会に還元・応用されている事例について記入してください。また関連の新聞記事等があれば別途添付してください。
	年　月
	研究成果の概要
	具体的還元・応用例（社会的貢献）
	関係研究者名

	平成21年11月～平成22年3月
	「気候変化／気候変動適応型社会」を実現する融合型環境デザインシステム
	JAMSTEC報告書
	山本　太郎


(4) 研究成果が新しい研究分野の開拓や教育活動に反映した事例
　　　（記入要領）当該研究所等における研究成果の中で、新しい研究分野を開拓したり、大学院等における教育活動に反映されたりした事例について記入してください。

	年　月
	研究成果の概要
	研究分野の開拓又は教育活動へ反映した例

	
	該当なし
	


 (5) 諸外国における研究者の活動状況
　　　（記入要領）諸外国の研究機関において実施されている国際的にも評価の高い研究プロジェクトに参加している研究者について記入してください。

	相手国名・研究機関名
	研究プロジェクト等の概要
	関係研究者名

	バングラデシュ・ICDDR,B
英国・ロンドン大学
	気候変動、洪水と下痢症
	橋爪　真弘

	ベトナム・NIMPE
	マラリア
	砂原　俊彦

	中国・昆明医大・中国CDC
	エイズ
	山本　太郎
奥村　順子


(6) 研究者を対象とした研究会等の実施状況
　　　（記入要領）主として研究者を対象として実施された研究会、シンポジウムの開催状況について記入してください。（なお、後の方でお伺いする国際交流状況および広報活動等においても類似の調査があります。記入要領をご覧の上、該当すると判断した場合には、全て記載してください。重複可とします。）

　　（平成21年度）

	○参加人数の算定方法
参加人数は延人数で算出。（例：２人が２日間の日程に参加したのであれば、４となります。）

	○研究会の開催状況

	開催時期
	形態（区分）
	研究集会名称
	概要
	参加人数

	H21.10.17
	講演会
	北海道医学大会集中治療分科会
	新型インフルエンザ：歴史、対策、課題、国際協力の視点から
	100人

	H21.12.3

～12.5
	セミナー
	アジア・アフリカ学術基盤形成事業　東アフリカ熱帯病セミナー　「顧みられない感染症のいま」
	気候変動と感染症：その影響、脆弱性と公衆衛生
	100人


(7) 特許出願・取得状況（海外の特許を含む）
　　　（記入要領）特許出願について、取得件数及び特許料収入を記入してください。（海外の特許も含む。）また、平成２１年度の特許収入の具体例について記入して下さい。

	区分
	平成21年度

	出願件数
	　該当なし

	取得件数
	　

	特許料収入
	　

	特許名
	　

	特許の帰属
（帰属の割合（％）
	　

	本特許による収入
（千円）
	　


(8) 学会の役員（会長等）の就任状況
　　　（記入要領）当該研究所等の研究者が学会の役員（会長等）に平成２２年４月１日現在で就任している場合は、当該学会名、氏名、役職名、任期を記入してください。
	学会名
	氏名
	役職名
	任期

	日本医師会　
	　山本　太郎
	国際保健検討委員会　　　副委員長
	2年

	日本医学会
	　山本　太郎
	医学用語代委員　理事
	3年

	　日本熱帯医学会
	　山本　太郎
	　常任理事
	2年

	　日本熱帯医学会
	　橋爪　真弘
	　評議員
	2年

	　日本国際保健医療学会
	　山本　太郎
	　理事
	2年

	　日本国際保健医療学会
	　奥村　順子
	　理事
	2年

	　日本渡航医学会
	　山本　太郎
	　評議員
	2年


国際交流状況
(1) 国際シンポジウム等の主催・参加状況
　 　 （記入要領）①当該研究機関所属の専任教員が主催する代表的な国際シンポジウム、セミナー、フォーラム等の名称・開催時期・参加人数を記入してください。
    　　　　　　②当該研究機関所属の専任教員以外の者が主催する国際シンポジウム、セミナー、フォーラムへの参加件数を記入してください。ただし、招待を受けて講演や議長を行った場合に限る。
　①国際シンポジウム主催

	開催時期
	主催した主な国際シンポジウム等名
	参加人数

	該当なし
	
	


②国際シンポジウム参加

	区分
	平成21年度

	参加件数
	　1件


(2) その他の国際研究協力活動の状況（平成21年度）
　  　（記入要領）その他の国際研究協力活動の状況について、名称等と概要を記入してください。

	名称等
	概要
	受入人数
	派遣人数

	国際緊急援助隊参加
	ハイチ地震
	0
	1


情報発信・広報活動等
(1) 研究活動の公開状況（公開講座・公開講演会等）
　　　（記入要領）一般向けに行った、当該研究所における教員の研究活動の公開（公開講座、公開講演等）に関する取り組み状況について、その概要を簡潔に記入してください。

	○主な公開講演会等の開催状況

	開催時期
	形態（区分）
	名称
	概要
	参加人数

	H21.5.23
	講演会
	第６回地域薬剤師卒後教育研修センター講演会
	新型インフルエンザ　～歴史・生態・国際協力の視点から～
	100人

	H22.2.17
	シンポジウム
	長崎大学主催市民シンポジウム
	ハイチ　いのち　生きる
	100人

	○その他研究活動の公開に関する取組状況

	該当なし


(2) 一般向け図書の状況（過去１年間に発刊されたもの）

　　（記入要項）過去1年間に当該研究所の教職員が、一般読者を対象に執筆した著書の名称等について、記入してください。（共著も含む。共著の場合は当該研究所の研究者にアンダーラインを附すこと。）

	著書名
	著者名
	発行年

	Tianjin Science and Technology Press 2008 Apr 
	Zhang Z, Cai G, Moji K, Yamamoto T, Wu X.
	2008年
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